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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第７部門第３区分
【発行日】平成20年4月17日(2008.4.17)

【公開番号】特開2002-237979(P2002-237979A)
【公開日】平成14年8月23日(2002.8.23)
【出願番号】特願2001-32568(P2001-32568)
【国際特許分類】
   Ｈ０４Ｎ   5/225    (2006.01)
   Ｇ０３Ｂ  15/00     (2006.01)
   Ｇ０３Ｂ  17/20     (2006.01)
   Ｈ０４Ｎ   5/262    (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｈ０４Ｎ   5/225   　　　Ｆ
   Ｇ０３Ｂ  15/00    　　　Ｚ
   Ｇ０３Ｂ  17/20    　　　　
   Ｈ０４Ｎ   5/262   　　　　

【手続補正書】
【提出日】平成20年3月4日(2008.3.4)
【手続補正１】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】発明の名称
【補正方法】変更
【補正の内容】
【発明の名称】カメラシステム及び画像処理方法
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】特許請求の範囲
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
　【請求項１】　映像入力部と、前記映像入力部が取り込んだ画像データを記憶する入力
画像メモリと、前記入力画像メモリに記憶されている画像データから表示させる表示画像
を作成して出力画像メモリに記憶する画像処理部と、前記画像処理部で作成された表示画
像を表示する画像出力部とを備えたカメラシステムであって、
　前記画像処理部は、前記映像入力部で取り込んだ画像データが電子機器の入力部の所定
の操作を含む画像データかどうかの判別を行うとともに、前記判別が、電子機器の入力部
の所定の操作であると判別した場合には、当該電子機器の入力部の操作位置に相当する前
記出力画像メモリに記憶されている画像データを書き替えることを特徴とするカメラシス
テム。
　【請求項２】　請求項１に記載のカメラシステムにおいて、
　前記画像処理部は、前記電子機器の入力部の操作位置に相当する前記出力画像メモリに
記憶されている画像データを、当該画像データの反転画像で書き替えることを特徴とする
カメラシステム。
　【請求項３】　請求項１または請求項２に記載のカメラシステムにおいて、
　前記電子機器の入力部の所定の操作を含む画像データかどうかの判別は、前記映像入力
部で取り込んだ画像データと電子機器の入力部の画像データとの画像の変化で判別するこ
とを特徴とするカメラシステム。
　【請求項４】　請求項１から請求項３までのいずれか１項に記載のカメラシステムにお
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いて、
　前記画像処理部は、前記入力画像メモリに記憶されている画像データの一部から表示さ
せる表示画像を作成し出力画像メモリに記憶することを特徴とするカメラシステム。
　【請求項５】　映像入力部と、前記映像入力部が取り込んだ画像データを記憶する入力
画像メモリと、前記入力画像メモリに記憶されている画像データから表示させる表示画像
を作成して出力画像メモリに記憶する画像処理部と、前記画像処理部で作成された表示画
像を表示する画像出力部とを備えたカメラシステムの画像処理方法であって、
　前記映像入力部で取り込んだ画像データが電子機器の入力部の所定の操作を含む画像デ
ータかどうかを判別する判別ステップと、
　前記判別ステップでの判別が、電子機器の入力部の所定の操作であると判別したとき、
当該電子機器の入力部の操作位置に相当する前記出力画像メモリに記憶されている画像デ
ータを書き替える書き換えステップとを含むことを特徴とする画像処理方法。
【手続補正３】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００１
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０００１】
【発明の属する技術分野】
　本発明は、カメラで撮影した画像を表示装置に表示させるカメラシステムにおいて、特
にカメラシステム利用者が表示装置に表示された画像を用いてカメラの被写体を第三者に
説明するために利用するカメラシステム及び画像処理方法に関するものである。
【手続補正４】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００８
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０００８】
　そこで、本発明は、表示装置を備えるカメラシステムであって、簡単に操作でき、安価
かつ持ち運びに便利なカメラシステム及び画像処理方法を提供することを目的とする。
【手続補正５】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００９
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０００９】
【課題を解決するための手段】
　上記問題に鑑み、本発明は、映像入力部と、前記映像入力部が取り込んだ画像データを
記憶する入力画像メモリと、前記入力画像メモリに記憶されている画像データから表示さ
せる表示画像を作成して出力画像メモリに記憶する画像処理部と、前記画像処理部で作成
された表示画像を表示する画像出力部とを備えたカメラシステムであって、前記画像処理
部は、前記映像入力部で取り込んだ画像データが電子機器の入力部の所定の操作を含む画
像データかどうかの判別を行うとともに、前記判別が、電子機器の入力部の所定の操作で
あると判別した場合には、当該電子機器の入力部の操作位置に相当する前記出力画像メモ
リに記憶されている画像データを書き替えることを特徴としている。
【手続補正６】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１０
【補正方法】変更
【補正の内容】
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【００１０】
　ここで、上記所定の操作とは、例えば電子機器の入力部のキーの押し下げの有無であり
、判別の結果が押し下げ有りの場合に、当該キーの画像の画像データを出力画像メモリか
ら読み出し、当該画像データを書き替えることにより出力画像メモリの記憶する画像デー
タを書き替える。
【手続補正７】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１１
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１１】
　また、本発明によれば、前記画像処理部は、前記電子機器の入力部の操作位置に相当す
る前記出力画像メモリに記憶されている画像データを、当該画像データの反転画像で書き
替える構成としている。
【手続補正８】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１２
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１２】
　これにより、出力画像メモリから画像データを読み出し、画像出力部に転送して表示す
ると、書き換えられた画像データ（すなわち、押し下げされたキー）の画像表示が反転し
た画像となる。
【手続補正９】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１３
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１３】
　また、本発明によれば、前記電子機器の入力部の所定の操作を含む画像データかどうか
の判別は、前記映像入力部で取り込んだ画像データと電子機器の入力部の画像データとの
画像の変化で判別する構成としている。
【手続補正１０】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１４
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１４】
　具体的に説明すると、指等で入力部のキーが押し下げられると、キーのみの画像から当
該キーの画像の上に指などの画像が表示された画像に変化する。この画像データの変化か
ら、指などで隠れているキーがあると判別し、新たに出現した画像の位置から、指などで
隠れているキーの位置を算出する。
【手続補正１１】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１５
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１５】
　キーが押し下げられた状態では、押し下げられる前の状態とキーの画像の表示位置に変
化が生じているので、キーの画像の表示位置の変化の有無を判別基準として、キーの押し
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下げの有無を判別する。
【手続補正１２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１６
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１６】
　ここで、キーの押し下げがあると判別すると、例えば、キーの画像の画像データの変化
が一定時間継続するか否かを判別し、一定時間継続すれば、キーの押し下げ有と判別する
。
【手続補正１３】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１７
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１７】
　また、本発明によれば、前記画像処理部は、前記入力画像メモリに記憶されている画像
データの一部から表示させる表示画像を作成し出力画像メモリに記憶する構成としている
。
【手続補正１４】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１８
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１８】
　具体的に説明すると、入力画像メモリには、映像入力部から取り込んだ例えば電子機器
の画像データが記憶されている。電子機器の画像データは、画像を表示する表示部とデー
タを入力する入力部とからなる画像データであり、この時点では傾斜画像である。
【手続補正１５】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１９
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１９】
　画像処理部は、入力画像メモリから傾斜画像の画像データを読み出し、正面画像の画像
データに変換して、出力画像メモリに転送し、記憶させる。
【手続補正１６】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００２０
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００２０】
　正面画像が表示状態において倒立画像である場合には、正立画像に画像を反転する。す
なわち、キー入力部が画像の反転の指示を受けると出力画像メモリから画像データを読み
出し、入力画像メモリに記憶させる。このとき、表示装置における表示位置について、上
下、左右を反転した画像データを入力画像メモリに記憶させる。
【手続補正１７】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００２１
【補正方法】変更
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【補正の内容】
【００２１】
　すなわち、出力画像メモリの記憶する画像データのうち、表示装置における表示位置が
下部の画像データが、入力画像メモリの記憶する画像データのうち表示装置における表示
位置が上部の画像データの記憶場所に記憶される。
【手続補正１８】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００２２
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００２２】
　この後、電子機器の表示部の画像の画像データを入力画像メモリから読み出し、出力画
像メモリに転送し、記憶させる。また、電子機器の入力部の画像の画像データを入力画像
メモリから読み出し、出力画像メモリに転送し、記憶させる。
【手続補正１９】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００２３
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００２３】
　この状態において、本カメラシステムのキー入力部から、電子機器の表示部の画像を表
示する旨の指示あるいは入力部の画像を表示する旨の指示が入力されると、その指示に応
じて出力画像メモリから画像データを読み出す。
【手続補正２０】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００２４
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００２４】
　読み出された画像データは、画像出力部を通じて表示装置に転送され、指示の内容に応
じた表示部の画像あるいは入力部の画像が表示装置に表示される。
【手続補正２１】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００２５
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００２５】
　また、本発明の画像処理方法は、映像入力部と、前記映像入力部が取り込んだ画像デー
タを記憶する入力画像メモリと、前記入力画像メモリに記憶されている画像データから表
示させる表示画像を作成して出力画像メモリに記憶する画像処理部と、前記画像処理部で
作成された表示画像を表示する画像出力部とを備えたカメラシステムの画像処理方法であ
って、前記映像入力部で取り込んだ画像データが電子機器の入力部の所定の操作を含む画
像データかどうかを判別する判別ステップと、前記判別ステップでの判別が、電子機器の
入力部の所定の操作であると判別したとき、当該電子機器の入力部の操作位置に相当する
前記出力画像メモリに記憶されている画像データを書き替える書き換えステップとを含む
ことを特徴としている。
【手続補正２２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００４８
【補正方法】変更
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【補正の内容】
【００４８】
　ここで、正面画像６０は、被写体を正面から見た画像にすぎず、被写体の配置によって
は、上下関係が逆転する。そこで、カメラシステム利用者は、表示装置１３に表示された
画像から、目視により表示された画像が倒立画像であるかまたは正立画像であるかを確認
する。
【手続補正２３】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００９１
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００９１】
【発明の効果】
　本発明によれば、簡単に操作でき、安価かつ持ち運びに便利なカメラシステムを提供す
ることができる。また、電子機器の入力部の操作位置に相当する出力画像メモリに記憶さ
れ画像データを、当該画像データの反転画像で書き替えることにより、入力部の操作位置
を反転画像で表示することができる。
【手続補正２４】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００９２
【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正２５】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００９３
【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正２６】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００９４
【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正２７】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００９５
【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正２８】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００９６
【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正２９】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００９７
【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正３０】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００９８
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【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正３１】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００９９
【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正３２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０１００
【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正３３】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０１０１
【補正方法】削除
【補正の内容】
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